
 

 

 

 

令和６年度 発生予察注意報 第２号の発表について 

 

 

１ 発表の根拠   
（１）群馬県農業技術センターでは、オオタバコガの雌成虫の性フェロモンを粘着板の中央に置

いたトラップで、フェロモンによって誘引され、粘着板に張り付いた雄成虫の数（誘殺数）

を定期的に調査しています。 

（２）今回、県内６地点中、前橋市江木町、伊勢崎市西小保方町、藤岡市本郷、東吾妻町植栗、

昭和村糸井の５地点では、平年より早い時期から誘殺数の増加が見られ、４月～５月の誘殺

数も平年より多く推移しています。 

（３）４月～５月頃に誘殺される成虫は越冬世代成虫であり、このことから、越冬世代成虫の産

卵時期が早く、産卵する卵の数が多くなると考えられます。 

（４）その結果、越冬世代成虫の子世代にあたる第一世代幼虫の発生時期（６月頃）が早くなり、

数も多くなる可能性があります。 

（５）すでに露地ナス、雨よけトマト、レタスで幼虫による食害が確認されています。今後、そ

の被害が多くなると予測されます。 

（６）向こう１か月の気象予報（６月６日発表）でも、平均気温は高い確率７０％であり、オオ

タバコガの成育に好適な条件が続く見込みです。 

 

２ 発表の内容 

（１）発 表 日  令和６年６月１３日 

（２）作 物 名  野菜・花き類 

（３）病害虫名   オオタバコガ 

（４）発生地域  栽培地域全域 

（５）発 生 量  やや多い 

 

３ その他 

オオタバコガに関する発生予察注意報の発表は、平成 26年（2014年）以来となります。 

 

 

 

 

 

 

令和６年６月１３日 
群馬県農業技術センター 
環境部発生予察係（病害虫防除所） 

TEL ０２７０－６２－１０５９ 

 露地ナス、雨よけトマト、レタスで、オオタバコガの幼虫による食害が確認されてい

ます。今後、その被害が多くなると予測されますので、発生予察注意報を発表します。 



 

 

 

写真１ オオタバコガのトラップ 

 

･ 三角屋根で、中に雌成虫のフェロモン源をつけた

粘着板（写真２）が設置されています。 

･ 高さは地上高 1～1.5ｍ 

･ この写真では 両側（黄色矢印）の三角屋根の空

間から、オオタバコガの雄成虫が、雌成虫のフェ

ロモンに誘引され屋根の中に飛来し、設置されて

いる粘着板（写真２）に張り付いて、誘殺されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

               

写真２ 粘着板と粘着板に捕まっ

    たオオタバコガ雄成虫 

 

【黄色の矢印】 

･ オオタバコガ雌成虫の性フェロ

モンを含むゴムキャップ 

 

【赤色の矢印、赤の円囲み】 

･ 粘着板に張り付いて誘殺された

オオタバコガの雄成虫 

･ オオタバコガ雌成虫の性フェロ

モンに誘引され、粘着板に張り

付いています。 

 


